
金
滞
古
瞭
志
巻
十
五

未
だ
全
く
白
紙
も
せ
ざ
る
者
を
録
す
る
は
.
公
の
政
遣
に
非
4
1
1

罪

の
疑
は
し
き
は
是
を
騒
く
せ
よ
と
書
に
も
見
え
た
れ
ば
、
い
か
ど
。
共

の
上
大
槻
が
飴
類
だ
も
い
ま
だ
刑
の
定
ら
ざ
る
者
あ
り
。
佐
七
一
人

刑
を
定
め
ら
る
h

は
如
何
な
る
筒
れ
ぞ
や
。
得
と
札
し
て
明
ら
む
べ

き
事
よ
と
理
を
聾
し
て
演
ぺ
け
る
に
、
衆
皆
此
の
言
に
服
し
、
園
君

へ
比
の
由
を
言
上
し
、
先
づ
共
の
日
の
刑
罰
は
止
み
に
け
り
。
共
後

此
事
打
捨
て
在
り
け
る
が
、
園
君
の
年
忌
に
蛍
り
大
赦
あ
り
て
、
佐

七
が
罪
を
も
宥
め
ら
れ
‘
出
牢
を
ぞ
し
た
り
け
石
。
佐
七
は
獄
舎
を

出
で
し
ょ
り
、
篠
原
氏
が
一
一
官
民
死
罪
を
ま
ね
か
れ
た
り
と
悦
び
、

夫
よ
り
し
て
毎
朝
未
明
に
篠
原
氏
が
屋
敷
の
門
前
に
至
り
奔
を
た

し
、
再
生
の
恩
を
謝
し
け
る
事
生
涯
訟
と
た
る
事
た
か
り
き
。
定
に

佐
七
は
思
を
知
る
者
と
謂
ふ
ぺ
し
。
禽
獣
猪
恩
を
知
る
、
人
と
し
て

思
を
知
ら
ざ
る
は
禽
献
に
暑
と
れ
り
と
ぞ
。
按
や
る
に
‘
内
磁
允
が

配
所
は
五
箇
山
の
組
山
村
也
。
此
の
禁
銅
に
て
自
寄
せ
し
は
、
究
延

一
元
年
九
月
十
二
日
の
夜
た
り
。
佐
七
が
事
は
‘
子
v
今
世
俗
の
停
設
も

前
件
の
次
第
た
れ
ど
も
、
共
の
身
五
箇
山
へ
往
き
た
る
に
は
あ
ら

歩
。
鞭
徳
公
年
識
に
一
式
ふ
。
五
箇
山
流
罪
大
槻
内
磁
允
.
寛
容
克
年

の
秋
頃
食
を
持
来
る
百
姓
之
内
方
便
を
以
て
、
金
滞
表
に
遠
慮
仕
罷

は
無
“
拘
盛
-
旨
佐
七
申
閲
侠
に
付
.
今
晩
縮
仕
置
.
明
日
よ
り
禁
牢
申

付
候
。
長
左
衛
門
手
前
御
等
之
趣
も
可
v
有
昌
御
座
-
哉
与
、
早
速
右
之

趣
申
上
候
。
以
上
。

九
月
廿
九
日

戸

岡

興

一

郎

篠
原
六
郎
左
衛
門

奥
村
助
右
衛
門
様

按
宇
る
に
、
右
上
申
書
等
に
小
松
屋
佐
七
と
あ
る
は
、
則
ち
鳥
屋
佐

七
が
事
な
り
。
屋
械
は
小
松
屋
と
mmす
れ
ど
、
商
貸
方
に
付
き
世
人

鳥
屋
と
呼
ぴ
た
る
も
の
な
り
。
越
路
鏡
と
云
ふ
冊
子
に
は
、
内
競
允

が
召
仕
ひ
け
る
市
議
と
云
ふ
者
五
ク
山
に
至
り
‘
鰻
頭
に
毒
を
入
れ

て
内
臓
允
へ
奥
へ
た
る
よ
し
殺
せ
た
り
。
全
く
後
人
の
誤
聞
た
る
事

い
ち
じ
る
し
。
叉
混
見
摘
窮
に
は
、
大
槻
内
蔵
允
朝
一
冗
罪
科
に
よ
っ

て
、
延
享
五
辰
年
の
夏
越
中
五
箇
山
の
内
組
山
村
へ
禁
銅
刑
に
被
昌
仰

付
-
け
る
底
、
配
所
に
沿
い
て
好
謀
を
以
て
、
番
人
の
百
姓
十
左
衛
門

と
い
ふ
も
の
に
深
く
し
た
し
み
‘
兄
大
槻
長
左
衛
門
へ
書
紋
を
通

じ
、
金
子
を
取
寄
せ
、
村
の
内
俳
梱
せ
し
乞
食
品
貯
の
小
助
と
い
ふ
者

に
方
金
百
疋
相
渡
し
‘
小
刀
を
買
ょ
せ
、
み
づ
か
ら
咽
喉
を
ぽ
突
き

て
天
詠
を
う
け
た
り
け
り
。
右
小
助
と
い
ふ
も
の
は
、
岩
淵
村
の
百

金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

...... 
r、

有
る
大
槻
長
左
衛
門
・
園
田
兵
太
夫
方
に
預
り
け
る
母
等
へ
文
通
す
。

其
取
次
は
小
松
屋
佐
七
也
。
返
書
持
行
〈
時
、
金
銀
以
下
多
業
粉
・
き

せ
る
・
硯
杯
之
類
百
姓
取
次
ぎ
獄
中
へ
入
れ
、
共
金
子
を
以
て
百
姓

を
傷
り
奥
v
之
、
小
万
を
寅
求
め
、
小
刀
に
而
獄
中
に
白
書
す
。
依
v
之

兄
大
槻
長
左
衛
門
禁
箱
、
母
並
困
問
兵
太
夫
母
共
禁
牢
被
v
命
.
兵
太

夫
・
大
槻
長
太
夫
は
人
持
組
寺
西
市
正
・
篠
嶋
織
部
へ
被
a
指
預
一
共
外

一
類
縁
者
共
般
敷
遠
慮
被
v
命
。
と
あ
り
。
叉
金
海
町
合
所
留
記
に
戟

せ
た
る
寛
延
元
年
九
月
廿
九
日
町
奉
行
上
申
書
左
の
如
し
。

大
槻
内
臓
允
、
今
般
於
目
配
所
-
相
呆
候
付
、
番
人
等
手
前
進
国
吟
味
-
候

慮
、
御
賞
地
才
川
河
原
町
小
松
屋
佐
七
与
申
者
方
h
致
且
普
通
一
其
筋

商
刀
帯
候
者
総
越
、
遺
書
並
菓
子
袋
持
会
仕
候
皆
申
頴
候
問
、
佐
七

手
前
相
等
可
v

申
旨
.
御
郡
奉
行
千
秋
三
郎
太
夫
よ
り
申
越
候
付
、
卸

刻
佐
七
召
寄
進
・
吟
味
-
候
島
、
営
八
月
二
日
・
同
廿
四
日
雨
度
、
組
山

村
十
左
衛
門
与
申
者
罷
越
申
聞
候
は
、
内
務
允
最
前
召
仕
候
老
女
増

田
与
申
者
方
h
、
内
臓
允
よ
り
之
書
絞
殺
=
持
参
一
相
居
候
様
額
申
候
。

右
女
大
槻
長
左
衛
門
方
に
罷
有
候
故
.
佐
七
持
参
仕
相
届
申
候
。
共

後
雨
度
共
、
長
左
衛
門
佐
七
方
b
相
越
、
返
書
之
由
に
而
致
=
持
参
一

右
十
左
衛
門
b
長
左
衛
門
直
に
相
渡
申
候
。
右
之
外
致
a
通
路
-
候
一
儀

姓
安
兵
衛
と
い
ふ
者
の
い
と
と
た
り
。
然
る
に
碩
波
郡
か
ん
ま
く
野

の
鷹
の
巣
見
た
ど
、
禁
銅
へ
混
ぜ
し
事
も
や
可
v
有
v
之
哉
と
の
疑
あ

る
に
よ
り
、
会
事
場
へ
召
出
し
、
種
々
吟
味
有
v
之
と
い
へ
ど
も
、
明

か
以
て
遁
ぜ
し
事
た
ど
仕
ら
ざ
る
よ
し
、
明
白
に
申
聞
け
h

る
ゆ
ゑ

慈
悲
〈
蹄
り
け
り
。
共
箇
鷹
巣
見
四
人
の
内
森
源
内
と
い
ふ
も
の
に

由
緒
を
等
ね
け
る
に
、
瑞
穂
公
の
時
右
四
人
の
先
組
を
召
抱
え
ら

れ
、
四
人
に
二
百
石
賜
は
り
、
太
田
但
馬
の
奉
番
手
v
今
所
持
す
。
今

は
扶
持
米
等
も
賜
は
ら
や
'
。
刀
を
帯
す
る
事
は
く
る
し
か
ら
宇
。
と

あ
り
。
右
停
話
共
に
て
考
ふ
る
に
、
大
槻
が
鑓
死
の
事
判
然
せ
ざ
る

に
依
り
て
、
此
の
時
種
々
公
事
場
に
於
て
札
明
あ
り
し
と
と
知
ら
れ

け
り
。
さ
れ
ば
鳥
居
佐
七
の
陳
述
し
た
る
と
と
も
、
共
の
貨
否
は
鮮

か
た
ら
宇
。

。
釜
屋
小
路

此
の
小
路
を
河
原
町
よ
り
片
町
へ
出
る
往
来
に
而
、
昔
は
河
原
町
西

側
中
程
よ
り
、
此
の
小
路
の
東
側
へ
か
け
て
、
釜
屋
藤
右
衛
門
が
邸

地
訟
り
。
故
に
小
路
の
名
に
呼
ぺ
り
。

。
釜
屋
藤
右
衛
門
侮

釜
屋
藤
右
衛
門
は
、
河
原
町
草
創
以
来
の
奮
家
に
て
、
政
代
愛
に
居

七




